
相
崎
電
機
製
作
所
社
長
　
　
（
長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
池
田
　
英
平
氏
に
聞
く

現
場
力
や
人
間
力
向
上
モ
ノ
づ
く
り
塾
立
ち
上
げ

トップインタビュー

　
い
け
だ
・
よ
う
へ
い
　

年

平

城
西
大
経
卒
、
同
年

広
報
社
入
社
。

年
相
崎
電
機
製
作
所
入
社
と
同
時
に
管
理
部

長
、

年
社
長
。
長
野
県
出
身
、

歳
。

　
少
量
多
品
種
の
金
属
切
削
加

工
を
得
意
と
す
る
相
崎
電
機
製

作
所

長
野
県
須
坂
市

が
製

造
現
場
の
改
善
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
社
内
に
モ
ノ
づ
く

り
塾
を
立
ち
上
げ
た
ほ
か
、
工

作
機
械
を
積
極
的
に
導
入
し
て

技
術
力
の
向
上
を
進
め
る
。
池

田
英
平
社
長
に
取
り
組
み
の
狙

い
を
聞
い
た
。

長
野
支
局
長

・
天
野
博
光

◇

　
―
「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
も
の
づ

く
り
塾
」
を
今
年
始
め
て
た
そ

う
で
す
ね
。
ど
ん
な
塾
で
す

か
。

　
「
例
え
ば
今
ま
で

分
か
か

っ
て
い
た
加
工
時
間
を
、
１
分

縮
め
る
に
は
ど
ん
な
技
術
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
か
と
い
う
課
題

に
取
り
組
み
、

モ
ノ
づ
く
り

力

を
高
め
る
。
数
種
類
の
加

工
品
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設
定
し
て
ク

リ
ア
し
て
い
く
。
成
果
は
展
示

会
に
出
展
し
て
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
、
外
に
出
し
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
技
術
力

を
磨
い
て
い
く
」

　
―
設
備
投
資
に
も
積
極
的
で

す
が
。

　
「
２
０
１
０
年
に
は
立
型
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

な
ど
３
台
、

年
に
は
５
軸
制

御
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤
な
ど
４

台
を
導
入
し
た
。
Ｍ
Ｃ
だ
け
で

も
す
で
に

台
あ
る
。
加
工
品

目
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、
最
新
設
備
の
導
入
に
よ
る

仕
事
の
効
率
化
が
狙
い
。
今
年

も
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機
や
５
軸

Ｍ
Ｃ
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
」

　
―
海
外
展
開
は
。

　
「
も
う
一
つ
の
事
業
の
柱
で

あ
る
通
信
用
プ
ラ
グ
ジ
ャ
ッ
ク

の
製
造
販
売
で
は
、
一
部
の
部

品
を
中
国
か
ら
購
入
し
て
い

る
。
だ
が
金
属
加
工
事
業
で
は

海
外
展
開
は
こ
れ
か
ら
。
世
界

の
モ
ノ
づ
く
り
の
中
心
が
中
国

な
ど
他
の
ア
ジ
ア
に
移
っ
て
い

る
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ル
ー
ト
を

作
る
必
要
が
あ
る
。
今
は
コ
ス

ト
が
安
い
と
い
う
だ
け
で
日
本

が
中
国
か
ら
製
品
を
買
っ
て
い

る
が
、
将
来
は
技
術
力
の
高
い

日
本
か
ら
、
中
国
が
製
品
や
技

術
を
今
ま
で
以
上
に
大
量
に
買

う
時
代
が
来
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
時
ま
で
に
技
術
や
品

質
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
、
ア

ジ
ア
と
の
架
け
橋
を
築
い
て

い
く
」

　
―
将
来
の
目
標
は
。

　
「
技
術
に
秀
で
た
工
場
を
建

て
た
い
。
今
の
工
場
は
先
輩
た

ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

で
、
私
は
そ
の
土
俵
の
上
で
経

営
し
て
い
る
。
本
当
に
技
術
に

秀
で
た
工
場
に
す
る
に
は
、
技

術
力
だ
け
で
な
く
、
現
場
力

や
社
員
の
人
間
力
も
向
上
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
技
術

が
高
く
て
品
質
が
い
い
。
そ
う

い
う
工
場
を
目
指
し
て
さ
ら
に

改
善
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か

ら
も
一
目
置
か
れ
る
企
業
に
な

り
た
い
」

人まねはダメ信念に南武・野村和史社長　�
本
質
的
に
他
と
違
っ
て
い
な
い

と
い
け
な
い

と
野
村
社
長

　
「
人
の
ま
ね
は
ダ
メ
。
本
質
的
に
他

と
違
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
」
。
経

営
者
と
し
て
の
私
の
信
念
だ
。
当
社
は

特
殊
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
を
設
計
、
製
作

し
て
い
る
。
多
品
種
少
量
生

産
が
基
本
だ
。
大
量
生
産
技

術
で
他
社
と
の
競
争
に
勝
ち

残
る
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
だ

ろ
う
。

　
当
社
は
１
９
９
５
年
頃
に

米
国
で
営
業
活
動
を
始
め

た
。
こ
の
頃
は
米
国
に
進
出

し
た
日
本
の
大
手
企
業
に
く

っ
つ
い
て
一
流
路
線
に
乗
っ

て
い
れ
ば
怖
く
な
い
と
い
う

時
代
で
、
我
々
が
米
国
市
場

に
参
入
し
た
理
由
は
そ
こ
に

あ
っ
た
。
当
社
は
時
速

程
度
で
回
転
す
る
鋼
鈑
巻

き
取
り
用
特
殊
シ
リ
ン
ダ
ー

を
作
っ
て
い
る
。
鋼
鈑
は
鋼

鉄
を
薄
く
伸
ば
し
た
も
の

で
、
日
本
で
自
動
車
や
家
電

製
品
に
使
う
鋼
鈑
の
巻
き
取
り
用
シ
リ

ン
ダ
ー
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
南
武
製
だ

っ
た
。
こ
の
特
殊
シ
リ
ン
ダ
ー
は
一
度

納
め
る
と

―

年
も
使
い
続
け
ら
れ

る
。
あ
ま
り
に
も
壊
れ
な
い
た
め
代
替

品
を
置
か
な
い
企
業
も
あ
る
ほ
ど
で
、

オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
だ
と
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
。

　

年
に
シ
リ
ン
ダ
ー
修
理
技
術
を
持

つ
米
国
の
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー

イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
州

と
技
術
提
携
し
、
米
国
で

の
総
代
理
店
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
フ

ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ボ
ウ

グ
レ
ン
社
長
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
の
米

国
人
で
我
々
と
文
化
は
違
う
も
の
の
、

お
互
い
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
義
理
人
情
が
あ

り
、
意
気
投
合
し
た
。
ボ
ウ

グ
レ
ン
社
長
が
が
ん
を
患

い
、
私
に
「
自
分
の
会
社
を

買
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言

っ
て
弱
気
に
な
っ
て
い
た
時

に
は
、
す
ぐ
さ
ま
米
国
の
彼

の
元
へ
駆
け
付
け
、
頑
張
る

よ
う
に
励
ま
し
た
。
現
在
、

フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
を
通
じ
た

収
入
は
南
武
の
顧
客
別
売
上

高
の
ベ
ス
ト
５
に
入
っ
て
お

り
、
大
き
な
お
得
意
様
に
な

っ
て
い
る
。

　
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
の
鋳
造

用
金
型
の
中
子
抜
き
用
途
で

数
多
く
採
用
さ
れ
た
お
か
げ

で
、

年
は
売
上
高
が
過
去

最
高
の

億
円
に
達
し
、
順

風
満
帆
の
よ
う
に
思
え
た
。
だ
が

年

秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
売

上
高
が
激
減
。
従
業
員
は
一
人
も
解
雇

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
を
含
め
た
社

員
の
給
料
を
下
げ
て

何
と
か
し
の
い
だ
。

こ
の
時
期
に
は
本
当

に
仕
事
が
な
く
、
シ

リ
ン
ダ
ー
の
仕
事
を

他
の
企
業
か
ら
分
け

て
も
ら
う
ほ
ど
だ
っ

た
。
さ
ら
に
私
自
身

は
こ
の
時
期
に
食
道

が
ん
が
見
つ
か
り
、

不
幸
の
ど
ん
底
だ
っ

た
。
そ
ん
な
状
況
を

打
ち
破
っ
た
の
は
、

タ
イ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
だ
っ
た
。

東
京
都
大
田
区

２
回
連
載

５－６月の予定
５　月

　

　◇ 日（月）茨城産業人クラブ経
済討論会「ニッチトップ企業の挑
戦」（パネリスト：新熱工業社長・
大谷直子氏、協立製作所社長・高橋
日出男氏、日本エクシード社長・高
山直紀氏、エイ・イー・エス専務・
富田一正氏、モデレーター：茨城県
商工労働部産業技術課長・中嶋勝也
氏）（水戸市、水戸京成ホテル）
　◇ 日（火）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「じっくり訪問
シリーズ第 弾」（千葉県野田市、
ＫＨＫ野田）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ
「 年定時総会」（大阪市都島
区、太閤園）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「東京電機大学新
キャンパス見学会」（東京都足立
区、東京電機大学東京千住キャンパ
ス）
　◇ 日（金）― 日（土）掛川産
業人クラブ「石川県産業視察会」
（高松機械工業、ＮＥＸ金沢視察）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ・
東京産学交流会（サザンクロス）５
月例会「オーナー経営者のためのＭ
＆Ａ活用法」講師：ストライク社長
・荒井邦彦氏ほか（東京都中央区、
日刊工業新聞社）
　◇ 日（水）名古屋・岐阜産業人
クラブ「トヨタ自動車・田原工場」
見学会（愛知県田原市）
　◇ 日（木）千葉産業人クラブ
「春期ゴルフコンペ」（千葉市若葉
区、袖ケ浦カンツリー倶楽部・新袖
コース）
　◇ 日（月）九州・山口産業人ク
ラブ「 年度　理事会・定時総会
・講演会」講演「ＪＲ九州の農業展
開について」講師：九州旅客鉄道農
業推進室長・内野豊臣氏（福岡市博
多区 ホテル日航福岡
　◇ 日（水）中国四国産業人クラ
ブ「中国四国産業人クラブ定時総会
・記念講演会・交流会」（広島市中
区、リーガロイヤルホテル広島）
　◇ 日（水）日本産業人クラブ連
合会・東京産業人クラブ・埼玉産業
人クラブ・千葉産業人クラブ・群馬
産業人クラブ・栃木産業人クラブ・

茨城産業人クラブ「首都圏産業人ク
ラブ合同　若手・地域間交流」（東
京都台東区、伊豆梅川亭）
　◇ 日（水）岐阜産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会・
懇親会」（岐阜市、岐阜都ホテル）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「学外例
会」（埼玉県所沢市、マスダック）
　◇ 日（木）―６月２日（土）九
州・山口産業人クラブ「韓国企業の
工場見学と韓国麗水（ヨス）の万博
見学」
　

６　月
　

　◇６日（水）名古屋・岐阜産業人
クラブ「トヨタ自動車・田原工場」
見学会（愛知県田原市）
　◇９日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「第８回ビジ研
親睦ゴルフ大会」（茨城県笠間市、
宍戸ヒルズカントリークラブ）
　◇ 日（月）東京産業人クラブ
「 年度定時総会・講演会・懇親
パーティー」（東京都千代田区、ホ
テルグランドパレス）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「工場見学会」
（埼玉県三芳町、石坂産業）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：河野経営研究所代
表取締役・河野律子氏（さいたま市
浦和区、日刊工業新聞社さいたま総
局会議室）
　◇ 日（木）多摩産業人クラブ
「 年度定時総会・講演会・懇親
パーティー」（東京都立川市、パレ
スホテル立川）
　◇ 日（火）滋賀産業人クラブ
「 年度定時総会・記念講演会」
記念講演会「日本経済は復活できる
か」講師：日刊工業新聞社大阪支社
編集局長・四釜広幸（滋賀県草津
市、ホテルボストンプラザ草津）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ
「第４回親睦ゴルフ大会」（埼玉県
入間市、武蔵カントリークラブ・豊
岡コース）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
研究現場訪問シリーズ、二ノ宮研究
室に学ぼう」（埼玉県宮代町、日本
工業大学）
　◇ 日（水）千葉産業人クラブ
「平成 年度定時総会」（千葉市中
央区、三井ガーデンホテル千葉）
　◇ 日（木）大阪産業人クラブ
「第 回ゴルフ大会」（兵庫県加東
市、兵庫県ＡＢＣゴルフ倶楽部）

ス
チ
ー
ル
ベ
ル
ト
に
「
定
価
」
神
奈
川
ヒ
ュ
ー
コ
ン

　スチールベルトをもっと一般的に
―。ヒューコン（横浜市栄区、大藤潤
社長、 ）は、ステンレス
薄板を溶接して作るスチールベルト
（写真）のメーカー。各種製品の製造
ラインではゴム製のベルトが多く使わ
れるが、ゴムベルトは摩耗につれ粉塵
が出やすくなる。スチールベルトは劣
化による粉塵が発生しにくく、半導体
製品の検査など粉塵を嫌う環境での使
用に適する。またゴムベルトでは搬送
中に製品が揺れるが、スチールベルト
は揺れが少ない。製品の高さや位置を
一定にして自動測定・検査するライン
でスチールベルトを採用する例が多
い。
　製造現場を中心にニーズが確実にあ
るスチールベルトだが、認知度は驚く
ほど低い。ヒューコンはその原因につ
いて、業界特有の価格設定が顧客に理

解されず市場が広がらなかったと見
て、自社製品に「定価」を設定。業界
に一石を投じた。「適正価格に標準化
し、特別な製品ではないことをアピー
ルしたい」（大藤社長）とする。
　ヒューコンは、たわみの少ない製品
を作るノウハウを持つ。だが製造技術
以上に「スチールベルトを理論的に体
系立てて売る」（同）姿勢や蓄積が重
要という。耐久性など製品使用に関わ
る重要項目を理論的に数値化して明示
することで、顧客の信頼を一つひとつ
勝ち取ろうとしている。

周
年
女
性
の
制
服
一
新
埼
玉
武
蔵
野
銀
行

　武蔵野銀行は４月に創業 周年を
迎えた。周年記念事業の一環で、女
性行員の制服（写真）と通帳のデザ
インを刷新した。
　新制服は濃紺を基調にし、リボン
に同行のロゴマークとコーポレート
カラーであるワインレッドを取り入
れ上品で洗練された印象を与えられ
るようにした。制服が変更されるの
は 年ぶりで、女性行員はもちろ
ん、男性行員や臨時従業員を含めた
全従業員を対象にしたアンケート結
果に基づき決定した。
　通帳は同行のロゴマークをメーン
に配置。右端に創業年である「
」の文字をアクセントとして取り
入れ、創業以来の歩みと今後の発展
を表現した。これに加えて７月には
地元・さいたま市大宮区を本拠地に
するＪリーグのサッカーチーム・大

宮アルディ
ージャと連
携したデザ
インの通帳
も加わる。
　同行は戦
後８番目の
地銀として
旧 大 宮 市
（現さいた
ま 市 大 宮

区）で創業。現在、行員 人、
カ店体制。 年１月には埼玉県吉
川市内に支店を開設する予定で県内
全市に支店を配置する体制が整う。
　 月には事務処理の効率化を目的
に建設中の新事務センター（大宮
区）が完成、稼働を始めるほか、夏
をめどに行員を対象にした海外研修
制度を新たに導入する方針。 周年
を節目に、顧客ニーズに対応するた
めの基盤を固め、サービスを充実さ
せる考えだ。

新
入
会
員

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ５月１１日 金曜日 　　

副
会
長
に
戸
次
氏

理
事
に
後
藤
氏
選
出

名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

理
事
会
定
時
総
会
開
催

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は
４
月

日
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
名
鉄
ニ
ュ

ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
２

０
１
２
年
度
理
事
会
、
定
時

総
会
」
を
開
い
た
。
総
会
の

冒
頭
、
森
清
副
会
長

富
士

精
工
名
誉
会
長

は
「
昨
年

は
大
震
災
や
タ
イ
の
洪
水
、

円
高
な
ど
多
く
の
困
難
を
抱

え
た
一
年
だ
っ
た
が
、
よ
う

や
く
落
ち
着
い
て
き
た
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
森
副
会
長
は
た
だ
、大
震

災
か
ら
の
復
興
は
進
ん
で
い

な
い
。
幸
い
こ
の
地
区
の
産

業
界
は
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金

な
ど
で
自
動
車
関
連
業
界
を

中
心
に
小
康
を
保
っ
て
い
る

が
、
心
配
な
の
は
急
激
な
円

の
高
騰
。
こ
の
解
決
を
政
府

に
強
く
要
望
し
た
い
」
と
訴

え
た
。そ
の
上
で
我
々
も
自

ら
努
力
す
べ
き
だ
。
新
技
術

や
新
製
品
の
開
発
を
進
め
て

企
業
の
体
質
改
善
を
図
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
力
説
し
た
。

　
総
会
で
は
、
２
０
１
１
年

度
の
活
動
実
績
や
収
支
決
算

を
報
告
し
た
ほ
か
、

年
度

の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
副
会
長
に
パ
イ
オ
ニ
ア

風
力
機
の
戸
次
英
之
社
長

が
、
理
事
に
三
栄
商
事
の
後

藤
正
憲
社
長
が
新
た
に
選
出

さ
れ
た
。
　

　
総
会
後
の
「
記
念
講
演

会
」
で
は
、
愛
知
淑
徳
大
学

の
真
田
幸
光
教
授
が
「
深
ま

る
混
沌
は
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン

ス
！
」
と
題
し
、
欧
州
通
貨

危
機
の
背
景
、
米
国
経
済
の

行
方
な
ど
を
多
岐
に
わ
た
り

解
説
し
た
。
約
１
２
０
人
が

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　
真
田
教
授
は
「
こ
れ
か
ら

は
米
国
と
中
国
の
２
極
化
時

代
と
な
り
、
今
ま
で
の
基
準

が
変
わ
っ
て
く
る
。
基
軸
通

貨
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に

「
先
行
き
が
見
え
な
い
時
に

大
事
な
の
は
自
分
の
立
つ
位

置
を
見
極
め
る
こ
と
。
こ
れ

が
で
き
る
と
一
歩
早
く
踏
み

出
せ
る
。
混
沌
の
時
は
、
む

し
ろ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と

強
調
し
た
。
ま
た
「
日
本
人

の
心
の
持
ち
よ
う
が
問
題
」

と
指
摘
。
「
自
分
が
強
い
と

思
っ
て
い
る
人
は
周
り
の
人

に
優
し
く
、
弱
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
他
人
を
頼
る
の
で

な
く
自
力
で
再
生
し
て
ほ
し

い
。
そ
う
し
な
い
と
日
本
は

決
し
て
良
く
な
ら
な
い
」
と

懸
念
を
示
し
た
。

▲　
新
技
術
・
新
製
品
開
発
で
企

業
体
質
の
改
善
を

と
あ
い

さ
つ
す
る
森
副
会
長

　
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
高
橋
　
正
寿
氏
　
高
政

専
務

宮

城
県
女
川

町
浦
宿
浜

字
浦
宿

の

、
０

２
２
５
・
５
０
・
３
１
５

５
、
魚
肉
練
り
品
の
製
造
・

販
売

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
沼
尻
　
年
正
氏
　
沼
尻

産
業
社
長

茨
城
県

つ
く
ば
市

榎
戸
７
８

３
の

、

０
２
９
８
・
３
７
・
１
５
０

１
、
倉
庫
・
運
送
業

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
竹
林
　
春
海
氏
　
十
条

電
子
社
長

埼
玉
県

川
口
市
小

谷
場
１
１

２
１
、
０

４
８
・
２
６
１
・
０
０
４

１
、
電
子
応
用
機
械
器
具
の

製
造
・
販
売

　
▽
明
石
　
直
人
氏
　
Ｎ
Ｋ

Ｅ
さ
い
た

ま
営
業
所

所
長

さ

い
た
ま
市

見
沼
区
丸

ケ
崎
町

の

、
０
４
８
・

７
９
７
・
９
６
７
１
、
省
力

化
機
器
製
造

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
小
川
　
金
治
郎
氏
　
冨

士
興
産
社

長

大
阪

市
浪
速
区

稲
荷
１
の

９
の

、

０
６
・
６
５
６
７
・
３
９
５

０
、
特
殊
金
属
リ
サ
イ
ク

ル　
滋
賀
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
大
日
　
常
男
氏
　
山
科

精
器
社
長

滋
賀
県

栗
東
市
東

坂
５
２

５
、
０
７

７
・
５
５
８
・
２
３
１
１
、

機
械
器
具
の
製
造
販
売

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
室
住
　
孝
一
氏
　
室
住

設
計
社
長

神
戸
市

中
央
区
浜

辺
通
４
の

１
の

、

三
宮
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ル
９
１

２
号
、
０
７
８
・
４
１
４
・

７
４
１
３
、
産
業
機
械
の
電

気
設
計

会
員

人
が
参
加

定
時
総
会
を
開
催

掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

榛

葉
貴
博
会
長

榛
葉
鉄
工
所

社
長

は
４
月

日
、
静
岡

県
掛
川
市
の
掛
川
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
定
時
総
会
を
開
い

た

写
真

。
出
席
者
は
４

月
１
日
に
会
員
と
な
っ
た
高

忠
ト
ラ
イ
デ
ン
ト

静
岡
県

菊
川
市

の
高
野
大
助
社
長

を
含
む
会
員
企
業
の

人
。

２
０
１
１
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、

年
度

事
業
計
画
案
・
予

算
案
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
に

承
認
し
た
。

　
来
賓
の
松
井
三

郎
掛
川
市
長
は

「
若
い
経
営
者
が

多
い
掛
川
産
業
人

ク
ラ
ブ
に
は
大
変

期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
総
会
で

は
収
支
報
告
な
ど
の
ほ
か

に
、
産
栄
工
業

菊
川
市

の
高
野
大
作
社
長
が
新
た
に

理
事
と
な
る
こ
と
や
会
則
の

一
部
変
更
を
決
議
し
た
。

　
新
会
員
の
高
野
高
忠
ト
ラ

イ
デ
ン
ト
社
長
は
「
み
な
さ

ま
の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ

た
。
総
会
の
最
後
に
は
榛
葉

会
長
が
「
当
ク
ラ
ブ
の
会
員

企
業
は
積
極
投
資
を
続
け
る

な
ど
活
発
な
企
業
活
動
を
継

続
し
て
い
る
。
今
後
は
会
員

企
業
同
士
で
モ
ノ
づ
く
り
で

も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
そ
の
後
、
荒
木
信
幸
静
岡

理
工
科
大
学
学
長
と
木
村
雅

和
静
岡
大
学
学
長
補
佐
が
産

学
連
携
に
つ
い
て
の
記
念
講

演
を
実
施
。
両
氏
は

時
半

か
ら
同
ホ
テ
ル
で
行
っ
た
懇

親
会
に
も
参
加
し
、
ク
ラ
ブ

会
員
た
ち
と
交
流
を
深
め

た
。

海
外
進
出
を
支
援

日
本
公
庫
講
演
会

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

・
東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は
４
月

日
、
４
月
例

会
「
中
小
企
業
が
海
外
進
出

を
成
功
さ
せ
る
に
は
」
を
東

京
・
蒲
田
の
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
蒲
田
で
開
い
た

写

真

。
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
で
、
海
外
進
出

に
興
味
を
持
つ
中
小
企
業
経

営
者
ら
約

人
が
参
加
し

た
。

　
融
資
や
情
報
で
中
小
企
業

の
海
外
進
出
を
後
押
し
す
る

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
２

人
が
基
調
講
演
し
、
中
小
企

業
の
海
外
展
開
の
状
況
や
そ

れ
を
支
援
す
る
融
資
制
度
を

説
明
し
た
。
国
民
生
活
事
業

本
部
海
外
支
援
グ
ル
ー
プ
の

大
東
寿
夫
リ
ー
ダ
ー
は
「
資

金
面
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
有
益
な
情
報
を
提
供

し
、
小
規
模
企
業
向
け
の
融

資
制
度
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。　

事
例
研
究

に
関
す
る
講

演
で
は
、
樹

脂
金
型
関
連

機
器
を
製
造

す
る
フ
ィ
ー

サ

東
京
都

大
田
区

の

斎
藤
進
社
長

が
２
０
０
９

年
に
設
立
し

た
タ
イ
現
地

法
人
を
紹
介

し
た
。
「
日

本
で
は
や
っ

て
い
な
い
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
が

確
立
で
き
た
」
と
タ
イ
進
出

の
成
果
を
強
調
。
参
加
者
は

斎
藤
氏
の
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
談

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

東
京
電
機
大
で

就
職
説
明
会
開
催

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
４
月

日
、
埼
玉

県
鳩
山
町
の
東
京
電
機
大
学

理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

生
向
け
の
就
職
説
明
会
を
開

催
し
た

写
真

。
会
員
企

業
か
ら

社
が
参
加
。
会
場

と
な
っ
た
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

は
、
出
展
社
紹
介
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
片
手
に
、
企
業
ブ

ー
ス
に
立
ち
寄
る
学
生
た
ち

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
午
前
中
は
人
通
り
も
少
な

く
静
か
な
滑
り
出
し
と
な
っ

た
が
、
午
後
に
は
面
接
活
動

が
本
格
化
。
多
く
の
企
業
ブ

ー
ス
で
、
熱
心
に
面
接
に
臨

む
学
生
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

　
面
接
担
当
者

は
「
非
常
に
好

印
象
を
持
て
る

学
生
が
い
た
。

真
剣
さ
が
好
ま

し
い
」

大
橋

製
作
所

や
、

「
前
年
よ
り
、

手
応
え
が
あ

る
」

マ
グ
ネ

テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン

な
ど
と
期

待
を
し
て
い

た
。

安
川
電
機
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
見
学

九
州
・
山
口
産
業
人

ク
ラ
ブ
北
九
州
支
部

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ
北
九
州
支
部

山
口
修
司

支
部
長

Ｃ
＆
Ｇ
シ
ス
テ
ム

ズ
会
長

は
４
月

日
、
北

九
州
市
八
幡
西
区
の
安
川
電

機
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
工
場

見
学
会
を
実
施
し
た

写

真

。
当
日
は

人
が
参

加
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

ロ
ボ
ッ
ト
工
場
を
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
た
。

　
ア
ー
ク
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の

組
立
工
程
で
は
、
ボ
ル
ト
ガ

イ
ド
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら
ボ

ル
ト
を
次
々
と
セ
ッ
ト
す
る

姿
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
２
０
１
１
年
８
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
見
学
者
向

け
「
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
」
で

は
、
生
活
シ
ー
ン
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
法
や
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
記
念
撮
影
な

ど
を
体
験
、
会
員
た
ち
の
弾

け
る
よ
う
な
笑
顔
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
山
口
会
長

か
ら
「
ロ
ボ
ッ
ト
一
台
に
使

わ
れ
て
い
る
部
品
点
数
は
ど

の
く
ら
い
か
」
と
の
質
問
が

あ
っ
た
ほ
か
、
「
世
界
シ
ェ

ア
は
」
「
計

画
さ
れ
て
い

る
新
工
場
建

設
の
時
期

は
」
な
ど
、

多
く
の
質
問

が
あ
が
っ

た
。

　
見
学
後
は

懇
親
会
が
行

わ
れ
、
意
見

交
換
が
和
や

か
に
行
わ
れ

た
。


